
大

抄

録

曾
ジ
ャ
ワ
の
共
同
占
有
の
解
睦
を
め
ぐ
っ
て植

村

泰

夫
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十
九
世
紀
後
牢
、
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
土
地
所
有
の
「
鱒
換
」
問
題
は
、
極
め

て
重
要
な
統
治
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
政
隠
は
、
中
部
ジ
ャ
ワ
一
帯

に
慶
範
に
存
在
す
る
共
同
占
有
を
世
襲
的
個
人
占
有
へ
と
「
鱒
換
」
さ
せ
る
べ

く
、
様
々
な
努
力
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
あ
ま
り
成
果
を
上

げ
え
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀
後
牟
以
来
、
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
、

そ
の
論
黙
は
ほ
ぼ
「
穂
換
L

が
順
調
で
な
か
っ
た
原
因
の
解
明
に
集
中
し
て
い

る。
た
だ
、
こ
の
時
期
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
史
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
た
し

か
に
個
人
占
有
デ
サ
の
数
は
ほ
と
ん
ど
襲
化
し
て
い
な
い
が
、
も
う
一
方
で
土

地
割
替
を
質
施
す
る
デ
サ
の
数
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
特
色
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
鱒
換
」
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
に

共
同
慢
的
規
制
が
弛
緩
し
て
農
民
の
土
地
所
有
権
が
次
第
に
確
立
し
て
ゆ
く
傾

向
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
の
報
告
で
は
、
従
来
、
あ
ま
り
許
債
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
黙
に
注
目

し
、
そ
の
要
因
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
以
上
の
黙
を
ふ
ま
え
て
「
穂
換
」
失

敗
の
理
由
と
し
て
従
来
あ
げ
ら
れ
て
き
た
論
動
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
併
せ

て
、
共
同
占
有
解
値
の
展
望
を
考
察
し
て
み
た
い
。

。
業
食
佃
力
e

考

漬

敦

俊

島

明
末
の
江
南
デ
ル
タ
の
農
村
に
生
じ
た
土
地
所
有
権
造
な
ら
び
に
祉
曾
構
造

の
副
知
(
化
に
伴
っ
て
、
従
来
は
郷
居
地
主
の
掌
鐘
の
下
に
、
塁
甲
制
を
輸
に
途
行

さ
れ
て
い
た
坪
田
水
利
〈
排
水
H
大
朋
車
、
な
ら
び
に
坪
岸
・
塘
浦
の
溶
築
〉

を
め
ぐ
る
祉
禽
的
諸
関
係
が
解
慢
し
た
こ
と
は
す
で
に
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
こ
に
生
じ
た
水
利
の
場
の
空
白
が
、
佃
戸
自
身
の
地
縁
的
結
合
に
よ

っ
て
自
生
的
に
填
め
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
空
白
に
起
因
す
る
水
利
の

荒
廃
に
到
し
て
、
嘉
精
期
以
降
、
公
権
力
の
介
入
が
目
立
ち
始
め
、
世
間
暦
年
聞

に
到
っ
て
そ
の
傾
向
は
顕
著
と
な
る
。
そ
こ
で
設
定
さ
れ
る
水
利
規
範
が
、
郷

紳
的
土
地
所
有
に
照
態
す
る
、
水
利
の
新
た
な
祉
曾
的
関
係
を
創
り
出
し
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
水
利
規
範
に
共
通
す
る
骨
格
は
、
所
有
国
土
の
面
積
に
比

例
し
て
労
役
と
費
用
を
負
揺
す
る

d
…回
振
役
ヘ
及
び
照
回
源
役
に
際
し
て
、

郷
紳
屠
の
菟
役
特
権
を
認
め
な
い
優
菟
限
制
の
二
勲
に
あ
る
が
、
そ
の
具
鐙
的

責
施
法
と
し
て
。
業
食
佃
力
e

が
一
般
に
登
場
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
貧
の
労

働
を
、
佃
戸
層
に
提
供
さ
せ
、
そ
れ
に
見
合
う
米
・
銭
を
地
主
が
支
給
す
る
こ

の
方
法
は
、
用
語
と
し
て
は
、
周
藤
吉
之
氏
の
研
究
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
宋
代
に
既
出
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
で
は
、
ま
ず
明
末
以
降
の
業
食
佃
カ
の
具
強
的
貧
施
手
績
に
つ
レ

て
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。
由
明
い
て
、
阪
橘
ハ
十
七
世
紀
初
頭
)
、
陳
繕
儒

-169-
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ハ
十
七
世
紀
前
半
)
等
の
史
料
に
依
っ
て
、
明
末
の
業
食
佃
力
の
特
徴
に
つ
い

て
試
論
を
提
示
し
た
い
と
思
う
。

緬
濃
ル

1
ト
探
査
と
マ

l
ガ
リ

l
事
件

神

す軍

夫

戸

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
緬
棋
ル
l
ト
探
査
は
、
十
七
世
紀
以
来
試
み
ら
れ
た

長
い
前
史
と
も
い
う
べ
き
部
分
が
あ
る
が
、
今
回
の
報
告
で
は
、
そ
の
部
分
は

置
い
て
、
一

八
六
八
年
、
一
八
七
五
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
調
査

隊
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
を
と
り
あ
げ
る
。

一
八
六
八
年
の
探
査
は
、
ス
レ
イ
ド
ン
大
尉
(
開
・
回
・

ω
z
pロ
〉
を
隊
長
と

す
る
も
の
で
、
一
行
は
、
パ

l
モ
(
∞
E
B
O
)
を
二
月
二
十
六
日
に
出
裂
し
、

雲
南
省
の
西
部
騰
越
艇
に
五
月
二
十
八
日
到
着
し
、
九
月
五
日
、

バ
l
そ
に
蹄

還
し
た
。
こ
の
探
査
の
結
果
、
パ

l
モ
・
騰
越
閲
に
、
三
本
の
ル
l
ト
の
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
ル
l
ト
に
よ
る
貿
易
の
設
国
肢
を
期
す
た
め
、
騰

越
の
回
族
指
導
者
で
あ
る
卒
園
論
や
、
ル
ー
ト
沿
い
の
少
数
民
族
の
首
領
ら
と

の
聞
に
、
関
税
に
つ
い
て
の
非
公
式
の
と
り
き
め
が
行
な
わ
れ
、
パ

l
そ
に

は
、
副
政
府
代
理
人
(
〉

Z
E
E門
司

o
r
z
g
-
〉
m
g
C
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一
八
七
五
年
の
探
査
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
尉
(
戸
∞
3
4
3
0
)
を
隊
長
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
目
的
は
、

雲
南
省
に
起
っ
た
新
し
い
事
態
、
す
な
わ
ち
、
回
族

反
蹴
の
銀
座
、
清
朝
支
配
の
再
確
立
に
制
到
底
し
、
貿
易
ル
l
ト
の
再
開
を
求
め

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
行
を
支
滞
な
く
雲
南
へ
と
導
く
た
め
に
、
中
園
滞
在
の

，、ス
dm
t
ト

マ
1
ガ
リ
l
(
〉
-m-
玄
民
間
白
ミ
)
が
、
清
朝
か
ら
愛
給
さ
れ
た
護
照
を
所
持

し
、
騰
越
か
ら
バ

l
モ
に
向
い
、
一
月
十
七
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
除
と
遭
遇
し
た
。

マ
l
ガ
リ
ー
は
、
調
査
隊
の
先
導
と
な
り
、
騰
越
に
向
け
進
ん
だ
が
、
途
上
で

殺
害
さ
れ
た
。

マ
l
ガ
リ
1
殺
害
の
犯
人
は
何
者
か
、
叉
そ
の
動
機
は
何
か
謎

の
部
分
が
多
い
。

嘉
慶
白
蓮
数
反
蹴
の
特
質
に
つ
い
て

林

美

「嘉
慶
白
蓮
数
反
飢
の
解
剖
は
、
中
園
前
近
代
に
お
け
る
宗
数
反
飢
|
と
り

わ
け
白
蓮
数
系
反
飢
|
の
解
剖
の
第
一
歩
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

嘉
慶
白
蓮
数
反
飢
を
宗
教
現
象
、
政
治
現
象
、
軍
事
現
象
の
三
つ
の
側
面
に
分

解
し
、
三
つ
の
側
面
の
固
有
の
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
つ

の
位
相
の
関
係
性
の
総
慢
と
し
て
嘉
慶
白
蓮
薮
反
飢
の
特
質
を
浮
び
あ
が
ら
せ

る
と
同
時
に
、
中
園
前
近
代
の
宗
教
的
反
乱
ー
と
り
わ
け
白
蓮
数
系
反
蹴
ー
が

持
つ
「
構
造
的
負
の
世
界
」
の
存
在
を
主
張
し
た
い
。

「
構
造
的
負
の
世
界
」
と
い
う
概
念
は
、
歴
史
の
深
層
あ
る
い
は
歴
史
の
暗

部
が
持
つ
非
連
績
の
連
綴
性
、
非
時
開
性
、
始
源
的
な
る
も
の
へ
の
回
鋪
性
、

エ
ロ
ス
的
共
同
盟
志
向
、
一
周
話
論
的
宇
宙
槻
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
歴
史
の
磁
場

に
あ
た
え
た
概
念
で
あ
る
。
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